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はじめに （1/2）

保育施設の積極的な整備が進むものの、「待機児童問題」は依然として終息への道筋が見えません。
NRIは、長年に渡り、「待機児童問題」 が終息しない原因の一つは、「保育施設を利用したい」という
保護者のニーズに対し、どこまでが対応すべきニーズで、どこからはそうではないのかといった、“ボーダーライ
ン決め”の議論が中心になっていることだと考えます

そこで、NRIは、今後整備すべき保育の受け皿
の量を従来とは異なる視点で可視化することが、
保育の受け皿充足に向けた検討を前進させる
上で必要と考え、2017年5月と2018年6月に、
「政府が定める女性の就業率目標を達成する
ためには、どの程度の保育の受け皿が必要か」
についての調査・推計結果を発表しました

今年6月に発表した調査・推計結果（2018年6月26日発表）
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はじめに （2/2）

NRIは、保育の受け皿整備は、女性の就労実現による労働力の確保はもちろん、出生率向上による
人口維持の実現ももたらす可能性があることから、 保育の受け皿整備を、我が国の持続的な経済成
長実現のための有効な手段として捉え、進めるべきであると考えています

一方、保育の受け皿整備を進めるにあたっては、保育士の確保が必要です。国や自治体による保育士
確保に向けた様々な策が展開されていますが、保育現場の人材不足は引き続き深刻です

そこで、NRIは、我が国の持続的な経済成長実現のための有効な手段である保育の受け皿整備を
進める上で課題となっている保育士確保にも着目し、実態と課題の把握を行いました

全国の保育士資格を持つ女性7,210人に対して実施したアンケート調査の結果から明らかになった
潜在保育士の実態と、それに基づき考えられる保育士確保に向けた提案についてご報告します
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「保育士に関するアンケート調査」の実施概要

本調査 追加調査

実施時期 2018年7月31日～8月6日 2018年8月30日～8月31日

調査対象 全国の保育士資格を持つ20～59歳の女性
7,210人

本調査回答者のうち「保育士としての就労意欲
を持つ現在非就労の潜在保育士」に該当した人
1,000人
（該当者に追加調査を配信し、予定した
1,000サンプルに達するまで回答を回収）

調査方法 インターネット調査 インターネット調査

※ 本調査では、保育士資格を保有しているが現在保育士として働いていない人のことを「潜在保育士」と呼ぶ
※ 本資料に掲載する構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある
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「保育士に関するアンケート調査」の回答者属性

19.7%
20歳代

35.6% 30歳代
24.9%

40歳代

19.8%

50歳代

（N=7,210）

年代

25.0%

46.0%

東京圏

29.0%
名古屋圏・大阪圏

地方圏

（N=7,210）

居住地

21.0%22.0%

4.0%

配偶者なし
・子どもなし

配偶者なし・子ども
（小学生以下）あり2.0%

配偶者あり
・子どもなし

配偶者なし・子ども
（中学生以上）あり

13.0%

38.0%配偶者あり・子ども
（小学生以下）あり

配偶者あり・子ども
（中学生以上）あり

（N=7,210）

配偶者有無／子ども有無

14.0%
専門（専修）学校通信教育等で学んだ後、

保育士試験を受験

57.0%

12.0%

短期大学

その他の養成施設
2.0%

大学

14.0%

（N=7,210）

保育士資格取得方法

回答者全員

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）
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保育士資格保有者の保育士資格取得理由

多くの人が、「子どもと接することが好き」、「子どもに関わる仕事がしたい」という思いで、
保育士資格を取得

保育士資格を取得した理由

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

何らかの資格を持っていれば、就職で有利だと思ったから

子どもと接することが好きだったから

子どもの発達等に関する専門的な知識や技能が身につくと思ったから

子どもに関わる仕事がしたかったから

将来的に自身の子育てに役立つと思ったから

保育士は、自分の得意なことが活かせる職業だと思ったから

保育士は、人の役立つ職業だと思ったから
保育士は、社会に貢献できる職業だと思ったから
保育士は、就職するのに困らないと思ったから

家族や先生等に勧められたから

18.0

保育士は、社会的に評価される職業だと思ったから

36.2

たまたま入学した学校で取得できたから
保育士は、処遇や雇用が安定している職業だと思ったから

保育士が、憧れの職業だったから

特に理由はない

72.1

19.3

61.7

24.4
22.3
22.2

13.1
14.8

8.6

1.1

4.8
3.6
3.6

2.0その他
（N=7,210）

回答者全員

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 6

保育士資格保有者の現在の就労状況

67.1%が保育士資格を持ちながら保育士として働いていない「潜在保育士」
うち過半数（56.1%）は現在働いていない「非就労」

32.9%

29.5%

37.6%

保育士として
就労している就労していない

（非就労）

保育士以外の職種で
就労している

保育士資格保有者の現在の就労状況

（N=7,210）

潜在保育士
67.1%

（うち非就労56.1%）

回答者全員

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）
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非就労の潜在保育士の実態

非就労の潜在保育士は、各年代、各地域に存在
5割が既婚で小学生以下の子を持ち、6割強が過去に保育士として働いた経験を持つ

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

潜在保育士
（非就労） 21.0%42.1%18.1%

年代

40歳代30歳代20歳代 50歳代

43.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.2% 30.6%潜在保育士
（非就労）

居住地域

東京圏 名古屋圏・大阪圏 地方圏

13.0%

0.8%

50.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.2%潜在保育士
（非就労）

配偶者と子ども（小学生以下）の有無

配偶者あり
・子あり

配偶者あり
・子なし

配偶者なし
・子なし

配偶者なし
・子あり

35.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64.4%潜在保育士
（非就労）

保育士としての就労経験の有無

保育士就労経験なし保育士就労経験あり

非就労の潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）

（N=2,713）

（N=2,713）

（N=2,713）

（N=2,713）
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非就労の潜在保育士における保育士就労意欲

非就労の潜在保育士のうち、60.5%が「今後保育士として働いてみたい」

12.5%

48.0%

20.3%

18.1%

条件等が合えば、
今すぐにでも
保育士として
働いてみたい

今すぐにではないが、いつか、
条件等が合えば、保育士として
働いてみたい

今も、
この先も、

保育士として
働きたいとは
思わない

その他
分からない

1.1%

保育士としての就労意欲（非就労の潜在保育士）

（N=2,713）

非就労の潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）

保育士としての
就労意欲あり

60.5%
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非就労の潜在保育士が保育士就労を希望する理由

資格取得時同様、子どもと接することが好き、子どもに関わる仕事がしたいという動機
で、保育士として働きたいとする

保育士として働いてみたいと思う理由（ 保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士 ）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

55.2

保育士は、就職するのに困らないと思うから

子どもと接することが好きだから

保育士は、人の役に立つ職業だと思うから

子どもに関わる仕事がしたいから

4.1

保育士は、自分の子育て経験を活かせる職業だと思うから

保育士は、社会に貢献できる職業だと思うから

保育士は、自分の得意なことが活かせる職業だと思うから

保育士が、憧れの職業だから

将来的に自身の子育てに役立つと思うから

保育士は、社会的に評価される職業だと思うから

保育士は、処遇や雇用が安定している職業だと思うから

その他

特に理由はない

4.6

72.5

36.4

26.2

23.5

20.6

15.7

10.0

8.0

3.2

1.8 （N=1,642）

保育士就労意欲を持つ
非就労の潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）
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保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士が保育士として就労する上で重視すること①

保育士としての就労意欲を持つ非就労の潜在保育士の64.9%が、
保育士として働くにあたって「金銭的報酬以外」が最も重要と回答

保育士として働く上で最も重要だと考えること（保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士）

保育士就労意欲を持つ
非就労の潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（追加調査）」 （2018年8月）

（N=1,000）

「金銭的報酬が高いこと」
以外の項目

を最も重視 64.9％

「金銭的報酬が高いこと」
を最も重視 35.1％

うち8割（80.1%）が
重要なこと上位3番目までに

「金銭的報酬が高いこと」を選択せず
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保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士が保育士就労する上で重視すること②

保育士として働くにあたって最も重要なものとして「金銭的報酬以外」を選択した人の
過半数（54.2%）が、「勤務時間や勤務日など希望に合った柔軟な働き方」を最も重視

保育士就労意欲を持つ
非就労の潜在保育士

54.2%36.7%

自身が理想とする保育が行える
環境であること（3.1%）

勤務時間や勤務日など、
希望に合った働き方で
働き始められること

その他（0.2%）

職場の
人間関係
が良いこと

自身の子どもを預けて働ける
環境であること（2.9%）

ITなどを活用して業務負担の軽減が
図られている職場であること（2.9%）

・ 1日あたり短い時間から働けること 22.3%
・ 土日祝日が完全に休みであること 16.8%
・ 休暇が取りやすい環境であること 5.1%
・ 早朝・夜間勤務がないこと 4.8%
・ 少ない勤務日数から働けること 4.5%
・ 通勤に便利な職場であること 0.8%

（N=1,000）

（N=649）

「金銭的報酬が高いこと」
以外の項目

を最も重視 64.9％

「金銭的報酬が高いこと」
を最も重視 35.1％

保育士として働く上で最も重要だと考えること【詳細】（保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士の回答）

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（追加調査）」 （2018年8月）
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調査結果のまとめ

 保育士資格を持ちながら保育士として就労していない潜在保育士は多く、
その半数以上が現在働いていない
• 保育士資格を持ちながら保育士として就労していない潜在保育士は、資格保有者の約7割
• 潜在保育士の約6割が、現在職種を問わず働いていない

 現在非就労の潜在保育士の多くが、保育士として働く意欲を持つ
• 現在非就労の潜在保育士の約6割が、「今後保育士として働いてみたい」と回答
• 1割強は、条件が合えばすぐにでも保育士として働きたいと回答

 保育士としての就労意欲を持つ現在非就労の潜在保育士の多くが、
勤務時間や勤務日など、希望に合った働き方で働き始められることを最も重視している
• 保育士としての就労意欲を持つ現在非就労の潜在保育士の6割強が、保育士として働く上で
「金銭的報酬以外」を最も重視

• 「金銭的報酬以外」を最も重視すると回答した人の過半数が、「希望に合った働き方で働き始められること」を
最も重視

• 「希望に合った働き方」として最も重視されているのは、「1日あたり短い時間から働き始められること」。次いで、
「土日祝日が完全に休みであること」
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保育の受け皿充足に向けた保育士確保への提案

 現在非就労の潜在保育士の中に、「希望する働き方で働き始められるなら保育士として
働いてみたい」とする人が多いことに着目

 そのような潜在保育士の保育士就労を促すため、例えば短時間勤務保育士など保育士
の就業形態のさらなる多様化や具体化を図るとともに、そうした働き方の多様な保育士を
活用できる保育現場の実現が望まれる

 また、保育所運営事業者や保育現場が、人手不足の解消や既存職員の就労環境改善、
ひいては保育の質のさらなる向上を目的として、働き方の多様な保育士の活用に前向き
になれるような環境整備も期待される
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保育の受け皿充足に向けた保育士確保への提案

保育士としての
就労意欲の高い
現在非就労の
潜在保育士

金銭的処遇が
高いことを重視

希望に合った
働き方で

働き始められる
ことを重視

 処遇改善
 キャリアアップ支援 など

 保育士の就労形態多様化・具体化と
「働き方の多様な保育士」を活用できる
環境の整備
（短時間勤務保育士の活用促進、など）全国に約5.6万人

（注1）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）で、「条件等が合えば、今すぐにでも保育士として就労してみたい」と回答
した現在非就労の保育士資格保有者

（注2）現在の保育士資格保有者数が、厚生労働省が発表している保育士登録者数（平成25年）の118.6万人と同程度と仮定して推計した
（注3）厚生労働省「保育士確保プラン」（平成27年1月14日発表）において公表されている「新たに必要となる保育士の数」などから、保育士1人を配

置することにより新たに整備できる保育の受け皿量（平均）を推計。さらに、潜在保育士の多くが希望に合った働き方を希望していることを踏まえ、
保育士1人を配置することにより新たに整備できる保育の受け皿量を従来の1/2として算出し

（注4）保育士としての就労意欲のある潜在保育士（現在他職種で働いている人と現在非就労の人の合計）は8.5万人。8.5万人の保育士就労が実
現したと仮定した場合、約25.6万人の子どもの保育の受け皿確保につながると推計される（推計方法は注3と同様）

約16.9万人の子ども
の保育の受け皿確保
につながる

（注2）

（注3）（注4）

本調査において着目した潜在保育士

（注1）

保育士就労を促す有効な対策

保育士就労が実現
したと仮定した場合
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「働き方の多様な保育士」を活用できる環境整備に向けての提案

保育所が「働き方の多様な保育士」
を雇用するようになる

割増の加算等により、
保育所が利用できる運営費が増える

増えた分の運営費を活用して、
• 保育士配置基準よりも多い保育士
を配置（加配）できる

• フルタイムの保育士への処遇改善を
行うことができる

• 研修機会等を確保するために保育
士を加配できる など

全ての保育士が働きやすい
就労環境が実現できる

（業務負担の軽減、休みを取りやすい、
やりがい向上、等）

保育士を確保できる
（離職者減少、復職者や
保育士志望者が増加）

保育の受け皿を
整備できる

保育の質の
維持・向上が
実現する

「働き方の多様な保育士」の活用インセンティブとして、管理コスト等を加味した割増の加算等を適用してはどうか

経済成長 出生率上昇労働力確保

1日あたり短時間で働く保育士資格保有者、
平日のみ働く保育士資格保有者、など

保育士と
保育の受け皿
確保の好循環
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参考資料
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参考資料①

他職種就労中の潜在保育士における保育士就労意欲

保育士就労意欲（他職種就労中の潜在保育士）

8.2%

44.0%
27.1%

19.2%

今も、
この先も、

保育士として
働きたいとは
思わない 今すぐにではないが、いつか、

条件等が合えば、保育士として
働いてみたい

条件等が合えば、
今すぐにでも
保育士として
働いてみたい

分からない

その他

1.5%

他職種就労中の
潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）

保育士としての
就労意欲あり

52.2%

（N=2,125）
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参考資料②

保育士就労意欲の高い潜在保育士の保育士就労により整備可能な保育の受け皿

12.5%

48.0%

20.3%

18.1%

今も、
この先も、

保育士として
働きたいとは
思わない

条件等が合えば、
今すぐにでも
保育士として
働いてみたい

今すぐにではないが、いつか、条件等が
合えば、保育士として働いてみたい

その他
分からない

1.1%

【再掲】保育士としての就労意欲（非就労の潜在保育士）

（N=2,713）

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）

12.5%

すぐにでも保育士として
働いてみたい

確保可能な
保育士数

5.6万人 16.9万人

整備可能な
保育の受け皿数

12.5%

保育士として働いてみたい
（すぐにでも＋いつかの50%）

24.0%
(48.0%÷2)

確保可能な
保育士数

16.3万人 49.4万人

整備可能な
保育の受け皿数

非就労の潜在保育士を対象とした場合
※括弧内は他職種就労の潜在保育士を含めた場合

（8.5万人） （25.6万人）

（26.9万人） （81.5万人）

（注1）現在の保育士資格保有者数が、厚生労働省が発表している保育士登録者数（平成25年）の118.6万人と同程度と仮定して推計した
（注2）厚生労働省「保育士確保プラン」（平成27年1月14日発表）において公表されている「新たに必要となる保育士の数」などから、保育士1人を

配置することにより新たに整備できる保育の受け皿量（平均）を推計。さらに、潜在保育士の多くが希望に合った働き方を希望している
ことを踏まえ、保育士1人を配置することにより新たに整備できる保育の受け皿量を従来の1/2として算出した
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参考資料③

保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士が保育士就労する上で最も重視すること

保育士として働く上で最も重要だと考えること（保育士就労意欲を持つ非就労の潜在保育士）

保育士就労意欲を持つ
非就労の潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（追加調査）」 （2018年8月）

35.1%
金銭的報酬（給与・賞与や手当など）が高いこと

14.5%

1日あたり短い時間から働けること

土日祝日が完全に休みであること

14.6%

9.2%
家庭や育児と両立しながら働くことへの

理解がある職場であること

スタッフの人間関係がよい職場であること

子ども一人ひとりとゆっくり向き合って保育できる環境であること（1.3%）

10.9%

休みが取りやすい環境であること（3.3%）
早朝勤務・夜間勤務がないこと（3.1%）

少ない勤務日数から働けること（2.9%）
自分の子どもを預けることができる職場であること（1.9%）

保育士の業務負担軽減に積極的に取り組んでいる職場であること（1.9%）
保育理念や運営方針に共感できる職場であること（0.7%）
通勤に便利な職場であること（0.5%）
該当するものはない（0.1%）

（N=1,000）

自身のキャリアアップ実現できること（0.0%）
研修の機会が充実していること（0.0%）
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参考資料④

保育士就労経験がある潜在保育士が保育士を辞めた理由

保育士を辞めた理由（複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭生活や出産・育児との両立が難しかった

勤務時間（残業含む）が長かった

その他

特に理由はない
将来のキャリアに不安があった

給料が安かった 32.9

事務業務（指導計画や保育日誌の作成、など）が負担であった

責任の重さ・事故への不安が大きかった
勤務日・勤務時間が不規則であった（土曜や早朝・夜間勤務があった、等）

自身の健康・体力に不安がある
他の職種で働くことに興味・関心があった

保護者対応が負担である
自身の保育士としての適性に不安があった

自身が理想とする保育を実際には行うことができない環境であった

職場の人間関係が難しかった

36.4

27.3
26.7

20.3
20.0

16.8
16.2

14.7
14.1

13.1
12.4

11.7
3.9
3.6

1.7

子どもと接することが負担であった

（N=2,896）

保育士就労経験のある
潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）

「その他」の中は、
• 結婚（結婚に伴う転居含む）
• 妊娠・出産
• 配偶者の転勤 が大半
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参考資料⑤

保育士就労経験がある潜在保育士が保育士を辞めた理由（最も大きい理由）

24.3%

4.8%

家庭生活や出産・育児との両立が難しい

子どもと接することが負担である（0.2%）

その他

勤務時間が長い

あてはまるものはない（1.0%）

給料が安い

職場の人間関係が難しい

5.0%

自身の健康・体力に不安がある 4.0%

他の職種で働くことに興味・関心がある

事務業務が負担である（2.6%）

自身が理想とする保育を実際には
行うことができない環境である（2.6%）

勤務日・勤務時間が不規則である（2.5%）
自身の保育士としての適性に不安がある（2.5%）

責任の重さ・事故への不安が大きい（2.3%）
保護者対応が負担である（1.8%）

将来のキャリアに不安がある（0.3%）

19.0%

16.5%

10.7%

保育士を辞めた理由のうち最も大きい理由

（N=2,848）

（注）最も大きい理由に「特に理由はない」を選択した人の回答を除く
（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）

「その他」の中は、
• 結婚（結婚に伴う転居含む）
• 妊娠・出産
• 配偶者の転勤 が大半

保育士就労経験のある
潜在保育士
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参考資料⑥

保育士としての就労意欲を持つ潜在保育士における魅了的な就労環境

保育士として働き始めることを考える上での魅了的な就労環境だと思うもの（保育士就労意欲を持つ潜在保育士）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駅から近く、通勤に便利な保育施設

少人数の保育園のため、子ども一人ひとりにゆっくり向き合える保育施設 60.2

自分の子どもも預けることができる保育施設

早朝保育・夜間保育のない保育施設

短時間（1日3～4時間程度、など）から働ける保育施設 75.1

平日のみ開園の保育施設（土日祝日は完全に休み）

新規開所のため、スタッフの人間関係が新しい保育施設

低年齢児（2歳児までなど）のみの保育施設

31.3

新規開所のため、施設が新しい保育施設

ITを活用するなどして、事務作業の負担が軽くなっている保育施設

特になし（上記のいずれも魅力的な就労環境だと思わない）

61.9

37.7

29.5

27.3

26.3

20.4

20.1

1.4 （N=2,752）

保育士就労意欲を持つ
潜在保育士

（出所）NRI「保育士に関するアンケート調査（本調査）」 （2018年7～8月）
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